妙高あっぱれ逸品認定制度運用基準
１．目的
　妙高市推奨品協会会則第２条に掲げる事業を円滑に実施するため、妙高あっぱれ逸品認定制度運用基準を定める。
２．申請資格
①　市内に住所を有する個人、任意グループ団体（代表者が市内に住所を有し、かつ活動拠点が市内に存すること。）、農業生産法人、事業所であること。

②　妙高市推奨品協会に一般会員として入会する意思があること。（認定時に入会すること）

③　対象品目の生産販売について法令の規定による許可が必要な場合は当該法令の規定による許可を受けたもの。

３．申請方法

　①　自薦・他薦いずれも可とする。
②　所定の申請書を使用する。
　　（申請書は別紙１、２、３のとおり）
　③　申請料は１品あたり１，５００円とする。
④　申請受付は１年を通じ行うものとする。
　⑤　申請は１事業所当たり３品までとする。
　  　ただし、３品の内１品は「妙高あっぱれ逸品」として申請することができ、ほか２品は「みょうこう推奨品」として申請することができる。
４．認定対象品目
農産物、林産物、水産物、加工食品、酒類、民芸品・工芸品

　
５．認定基準
〈農産物〉
1 市内で生産、収穫されたものであること。

②　有機ＪＡＳ（日本農林規格）若しくは新潟県特別栽培農産物の認証を取得していること。ただし、新潟県特別栽培農産物に基準がない場合にあっては、農林水産省に登録されている農薬及び化学肥料の使用量を半分以下にし、適切に使用しているものであること。
〈林産物〉
1 市内で生産、収穫されたものであること。

2 農林水産省に登録されている農薬及び化学肥料の使用量を半分以下にし、適切に使用している
ものであること。
〈水産物〉

1 市内で生産、収穫されたものであること。

2 薬事法に基づく製造販売の承認を受けた水産医薬品の使用量を半分以下にし、適切に使用しているものであること。

3 水田等で養殖している場合、残留農薬等の有害物質がないこと。　

〈酒類〉

1 食品衛生法（昭和２２年法律第２３３号）、不当景品類及び不当表示防止法（昭和３７年法律
第１３４号）等、生産、販売に係る各種法令に違反していないこと。

2 酒米等主な原料の収穫地が新潟県内であり、かつ製造場所、又は販売拠点が妙高市内であるこ
と。
〈加工食品〉

1 食品衛生法（昭和２２年法律第２３３号）、不当景品類及び不当表示防止法（昭和３７年法律第１
３４号）等、生産、販売に係る各種法令に違反していないこと。
2 最終加工場所、又は製造場所が妙高市内にあること。ただし、主な原材料が妙高市産で、市内で加
工する技術やノウハウ等がない場合において国内にて加工し、市内でも販売している場合、かつ販売
者名と製造者名が表示ラベルに併記されている商品であること。

3 主な原材料の産地が妙高市内であること（その商品を特長づけている使用材料が妙高市産であるこ
と）。ただし、妙高市の気候風土、伝統を活かした原材料の使用や製法をとり入れている、又は技術
の蓄積　と商品化の創意工夫が見られることや、自然志向で、地産地消型の商品であるなど、認定の
趣旨に相応しいと判断できる商品であること。
〈民芸品・工芸品〉

1 家庭用品品質表示法（昭和３７年法律第１０４号）、不当景品類及び不当表示防止法（昭和３７年
法律第１３４号）等、生産、販売に係る各種法令に違反していないこと。
2  最終加工場所、又は製造場所が妙高市内にあること。

3  製造工程の主要部分が手作りであること。

4 主な原材料の産地が妙高市内であること（その商品を特長づけている使用材料が妙高市産であるこ
と）。ただし、妙高市の気候風土、伝統を活かした原材料の使用や製法をとり入れている、又は技術
の蓄積と商品化の創意工夫が見られることや、自然志向で、地産地消型の商品であるなど、認定の
趣旨に相応しいと判断できる商品であること。

〈その他共通事項〉

1 消費者からの苦情、要望等に的確に応じられること。
2  その生産物がもつ特性やそのものの味など、多くの方が納得すると判断されるものであること。

６．認定期間

　認定対象品目すべてにおいて３年間とする。
　ただし、農産物、林産物、水産物など毎年品質や収穫量が大きく変化する商品については、取得し
た認証や栽培履歴、書類関係について毎年、協会に提出することとし、必要に応じて、認定期間の途
中でも審査会を行なうこととする。継続して認定を受けたい場合は再申請すれば可能とする。その場
合は再度審査会において認定されることを必要とし、再申請料は新規申請料と同じとする。
７．認定商品の特典
①　認定証が配布され、認定シ―ルを購入し、認定商品に貼ることができる。
②　市報や市公式ホームページで紹介され、市内をはじめ全国に情報を発信することができる。
3  妙高市の特産品として流通分野や消費者にＰＲすることができる。
さらなる品質向上、販売増のための助言を受けることができる。
８．認定の変更

　以下の場合は、「妙高あっぱれ逸品」の認定を「みょうこう推奨品」として認定の内容を変更するも
のとする。

1 「妙高あっぱれ逸品」に認定されている商品を所有している事業所が、他の商品の開発・改良
により「妙高あっぱれ逸品」にもっともふさわしい商品として申請し、認定された場合。

2 その他、会長が適当と認めた場合。
（申請書は別紙４のとおり）
９．認定の取り消し
　以下の場合は、認定を取り消すものとする。
① 認定シールを認定品以外に貼るなど不正に使用した場合。

② 認定商品の信用を商品の欠陥などの理由で著しく害した場合。

　③ その他、認定商品として不適当と認められた場合。
１０．認定審査会
申請のあった商品を認定するために認定審査会を開催する。
　①審査会は農林水産物の時期に合わせ開催する。
　②審査会のメンバーは下記のとおりとする。
ア、生産知識者

イ、消費者代表

ウ、連携団体代表

エ、調理専門家

オ、市食生活改善推進委員
カ、商工会議所、商工会代表

キ、観光関係者

ク、販売・食品流通関係者

以上から申請品に応じて選定し５名程度で審査する。
１１．認定シール

①　認定品には認定シールを貼付することができる。
②  認定シールは妙高市推奨品協会が被認定者へ販売する。ただし、認定の都度、５００枚を限
度に無償で配布するものとする。
　　　　　　　　　　　　
１２．認定証

　　認定品には妙高市推奨品協会長名で認定証を与える。
　　（認定証は別紙５のとおり）
別紙１
認定申請書(農産物・林産物・水産物用)

　　年　　月　　日

妙高市推奨品協会長　　　　様

所在地：　〒　　　　　　　（組合・ｸﾞﾙｰﾌﾟ等の場合は代表者の住所）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

名　称：　

代表者：　　　　　　　　㊞　　担当者

連絡先：　TEL　　　　　　　　　FAX


の認定を受けたく、次のとおり関係書類を添えて申請します。審査会においては、審査に必要な商品の提供を行います。認定後、商品について事故等の問題が発生したときは弊社(私)が一切の責任を負います。

なお、認定を受けた場合は妙高市推奨品協会に速やかに入会します。

記
	認定の内容
	「妙高あっぱれ逸品」　・　「みょうこう推奨品」　　　　＊いずれに○を付ける

	品目名（販売名称）
	

	量目と小売価格
	

	年出荷量
	＊本・個・パック・ℓなど単位も記入してください



	認　　定　　基　　準
	共　通

共　通


	【生産場所､又は収穫場所】　　妙高市　　　　　　　　　　　　　　　　　

＊大字、又は町名を記入してください

	
	
	【生産物がもつ特性やそのものの味など、工夫している点について記入してください】



	
	
	【消費者からの苦情､要望等への対応方法】



	認　　定　　基　　準
	農産物

林産物
	【取得している認証規格等について記入してください】

JAS・新潟県特別栽培農産物・その他（　　　　　　　　　　　）

	
	
	【取得がないもの、及びその他の認証の場合、農林水産省に登録されている農薬及び化学肥料の使用量を半分以下にし、適切に使用している】
はい　・　いいえ

	
	水産物
	【薬事法に基づく製造販売の承認を受けた水産医薬品の使用量を半分以下にし､適切に使用している】

はい　・　いいえ

	
	
	【水田等で養殖している場合､残留農薬等の有害物質がない】

はい　・　いいえ

	申請理由
	

	チェック欄
	添付書類等

	
	農産物

林産物
	・生産履歴

	
	
	・前年の生産履歴

	
	水産物
	・エサなどの使用記録

	
	
	・残留農薬がないことがわかる証明（財団法人日本食品分析センター調査）※必要な場合

	
	共　通
	・生産・又は収穫場所を証明するもの

	
	
	・栽培方法や製造方法がわかるもの

	
	
	・対象商品の概要がわかるパンフレット等


別紙２

認定申請書(酒類・加工食品・民芸品・工芸品用)

　　年　　月　　日

妙高市推奨品協会長　　　　様

所在地：　〒　　　　　　　（組合・ｸﾞﾙｰﾌﾟ等の場合は代表者の住所）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

名　称：　

代表者：　　　　　　　　㊞　　担当者

連絡先：　TEL　　　　　　　　　FAX


の認定を受けたく、次のとおり関係書類を添えて申請します。審査会においては、審査に必要な商品の提供を行います。認定後、商品について事故等の問題が発生したときは弊社(私)が一切の責任を負います。

なお、認定を受けた場合は妙高市推奨品協会に速やかに入会します。

記
	認定の内容
	「妙高あっぱれ逸品」　・　「みょうこう推奨品」　　　　＊いずれに○を付ける

	品目名（販売名称）
	

	量目と小売価格
	

	年出荷量
	＊本・個・パック・ℓなど単位も記入してください



	認　　定　　基　　準
	共　通
	【食品衛生法（昭和２２年法律第２３３号）、家庭用品品質表示法（昭和３７年法律第１０４号）、不当景品類及び不当表示防止法（昭和３７年法律第１３４号）等､生産､販売に係る各種法例を遵守している】　　

はい　・　いいえ

	
	
	【消費者からの苦情､要望等への対応方法】



	
	酒　類
	【主な原料の収穫地】　新潟県　　　　　　　　　　　　　　　　　

＊大字、又は町名を記入してください

	
	
	【製造場所、又は販売拠点】　妙高市　　　　　　　　　　　　　　　　　

＊市町村名を記入してください

	認　　定　　基　　準
	加工食品
	【主な原材料の産地】　妙高市　　　　　　　　　　　　　　　　　
＊大字、又は町名を記入してください

【又は妙高市の気候風土、伝統を活かした原材料の使用や製法の取り入れについて記入してください】



	
	
	【最終加工所、又は製造場所】　妙高市　　　　　　　　　　　　　　　　　
＊大字、又は町名を記入してください

→ 妙高市以外の場合　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

＊都道府県及び市町村名を記入してください

	
	民芸品

工芸品
	【主な原材料の産地】　妙高市　　　　　　　　　　　　　　　　　
＊大字、又は町名を記入してください

	
	
	【最終加工所、又は製造場所】　妙高市　　　　　　　　　　　　　　　　　
＊大字、又は町名を記入してください

	
	
	【製造工程の中で手作りの箇所（主要部分）】

＊削る、磨く、組立て作業など



	申請理由
	

	チェック欄
	添付書類等

	
	酒類

加工食品
	・対象品目の生産、販売について、該当する法令規定による許可書等の写し

	
	共　通
	・主な原材料の産地や最終加工場所、又は製造場所を証明するもの

	
	
	・製造方法がわかるもの

	
	
	・対象商品の概要がわかるパンフレット等


別紙３

認定申請書(他薦用)

　　年　　月　　日

妙高市推奨品協会長　　　　様

住所　〒　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

氏名　　　　　　　　　　　　　　　　㊞

連絡先　TEL　　　　　　　　　　　

下記のとおり、妙高あっぱれ逸品に相応しい商品として推薦いたします。

記

	部　　門
	農産物・林産物・水産物・加工食品・酒類・民芸品・工芸品　
　＊いずれかに○を付ける

	品目名(販売名称)
	　

	生産・製造名称

＊会社名やｸﾞﾙｰﾌﾟ名
	

	所　在　地

＊わかるところまでご記入ください
	

	推薦する理由
	　

　


主な認定基準　①市内に住所を有する個人、任意グループ団体（代表者が市内に住所を有し、かつ活動拠点が市内に存すること。）、

農業生産法人、事業所であること。

②市内で生産、収穫されたものであること

③その生産物がもつ特性やそのものの味など、多くの方が納得すると判断されるものであること。

④主な原材料の産地が妙高市内であること（その商品を特長づけている使用材料が妙高市産であること）。

ただし、妙高市の気候風土、伝統を活かした原材料の使用や製法をとり入れている、又は技術の蓄積と

商品化の創意工夫が見られることや、自然志向で、地産地消型の商品であるなど、認定の趣旨に

相応しいと判断できる商品であること。
別紙４
変更認定申請書

　　年　　月　　日

妙高市推奨品協会長　　　　様

住所　〒　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

氏名　　　　　　　　　　　　　　　　㊞

連絡先　TEL　　　　　　　　　　　

下記のとおり、変更していただきたく申請いたします。

記
	部　　門
	農産物・林産物・水産物・加工食品・酒類・民芸品・工芸品　

　
＊いずれかに○を付ける

	品目名(販売名称)
	　

	変更内容
	

	変更理由
	　

　


別紙５
認　定　証

認定番号 　　　　　号

　所在地

　名称

　代表者　　　　　　　　　　様


　次の商品を　　　　　　　　　　　　　　として認定する

商品名　 　　　　　　　　　　　　　　　

有効期限　　　　　　年　　月　　日迄

　　　　　　
年　　月　　日

妙高市推奨品協会長　印
「妙高あっぱれ逸品」


「みょうこう推奨品」





「妙高あっぱれ逸品」


「みょうこう推奨品」





「妙高あっぱれ逸品」


「みょうこう推奨品」





④ 
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